














































な く ， さ ら に 鉄 道 以 外 の 交 通 機 関 の 発 達 等 も 重 要 な 問 題 で あ る 。 と こ ろ が わ
が 国 の 場 合 は ど う か 。 欧 米 の 先 進 諸 国 に お い て は ， 現 在 ， 特 殊 な 区 間 を 除 い
て 鉄 道 の 建 設 と い う よ う な こ と は ま ず 考 え ら れ な い に も か か わ ら ず,   1964 年
（ 昭 和39 年 ） 開 通 の 東 京 一 大 阪 間 の 新 幹 線 の 成 功 に 刺 激 さ れ て ， 現 在6,000 キp
の 新 幹 線 建 設 計 画 を も っ て い る 。 簡 単 に 計 画 決 定 の 経 過 を の べ て み る と ，
佐 藤 内 閣 の 時 代 ，1972 年 の1 月 に ま ず 東 北 （ 東 京 一 仙 台 ・ 後 に 盛 岡 ま で 延 長 ），
成 田 ， 上 越 の 三 線 が 決 定 ， つ づ い て 同 年 の5 月 に な る と 東 北 一 北 海 道 （ 盛 岡 －
青 森 一 札 幌 ）， 九 州 （ 福 岡 一 鹿 児 島 ）， 東 京 一 富 山 一 大 阪 の 三 線 が 追 加 さ れ ， こ
れ で 建 設 計 画 はl,800 キp に 増 大 し た 。 と こ ろ が ，72 年7 月 に 田 中 内 閣 が 成
立 し ， 日 本 列 島 改 造 計 画 が 打 ち 出 さ れ る と と も に ，73 年9 月 に 入 り ， 北 海 道
は 札 幌 一 苫 小 牧 一 室 蘭 （ そ の 後 長 万 部 ま で 延 長 ）， 山 陰 線 ， 日 豊 線 ・ 名 古 屋 一 大
垣 一 敦 賀 （m 東 線 ）， 九 州 横 断 （ 大 分 一 熊 本 ） の 建 設 が 決 定 し た 。　 こ れ が1
ヵ 月 後 に は さ ら に 増 加 し ， 結 局 つ ぎ の 通 り の12 路 線 で 約6,000  キ ロ に ふ く れ
上 り ， こ れ が 完 成 す る と 全 国 で7,000  キ ロ の 新 幹 線 網 と な り ， 現 在 の 国 鉄 の
営 業 線 の3 分 の1 に 達 す る の で あ る 。　　
（1 ）北 海 道 （ 青 森 ‐ 札 幌 の 延 長 ） ＝ 札 幌 一 滝 川 一 旭 川 （130 キ ロ ）， （2 ）北 海 道 南　
回 り ＝ 札 幌 一 苫 小 牧 一 室 蘭 一 長 万 部 （180 キ0  ，(3) 羽 越 ＝ 青 森 一 弘 前 一 秋　
田 一 酒 田 一 新 潟 一 直 江 津 一 富 山 （560 キ ロ ）， （4 ）奥 羽 ＝ 秋 田 一 新 庄 一 山 形 －　
福 島 （270 キ ロ ），(5) 中 央 ＝ 新 宿 一 八 王 子 一 甲 府 一 飯 田 一 中 津 川 一 名 古 屋 －　
四 日 市 一 木 津 ・ 奈 良 一 新 大 阪 （480 キ ロ ）， ㈲ 北 陸 ・ 中 京 ＝ 敦 賀 一 岐 阜 羽 島　
（ 大 垣 付 近 ）一 名 古 屋 （50  キp;  ， （7 ）山 陰 ＝ 新 大 阪 一 三 田 （ 兵 庫)  ― 福 知 山 一　
鳥 取 一 米 子 一 松 江 一 益 田 一 下 関 （550 キ ロ ）， ㈲ 四 国 ＝ 新 大 阪 一 三 田 一 本 州　
四 国 連 絡 橋 の 明 石 ・ 鳴 門 ル ー ト 一 徳 島 一 高 松 一 松 山 一 佐 田 岬 一 大 分 （480 キ
0  ， （9 ）九 州 横 断 ＝ 大 分 一 熊 本 （150 キp;  ， ㈲ 東 九 州 ＝ 福 岡 一 北 九 外ト 大 分　
一 延 岡 一 宮 崎 一 鹿 児 島 （390 毎 ロ ），(11) 中 国 横 断 ＝ 松 江 一 米 子 一 岡 山 （150 キ
0  ，(12) 四 国 横 断 ＝ 岡 山 一 本 州 四 国 連 絡 橋 の 児 島 ・ 坂 出 ル ー ト 高 知 （150 キ
O  O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 　　　　　　　　　　　　　　　　　■　12
路 線 に な る と 現 在 ， 単 線 の 区 間 が 相 当 あ り ， こ れ が い っ き ょ に 広 軌 複 線　
の 新 幹 線 が 開 通 す る の で あ り ， し か も 日 本 経 済 は 低 成 長 ， い わ ゆ る 「 安 定 成　
長 」 の 時 代 に 入 っ て お り ， 専 門 家 の 間 で も 再 び が っ て の 高 度 成 長 の 時 代 が 到　
来 す る と は ， 誰 も 信 じ て い な い と 思 う の で あ る 。 新 幹 線 の 技 術 に 世 界 の 鉄 道
日本における鉄道政策の転換　　3
関 係 者は驚 異 の眼 を注 い で視 察 にや っ て ぐ る人 は多 い が， わずか2,    3 年 の
間 に この小 さな島 国 で6,000 キ 吋 こ及 ぶ 新 幹線 の建設 計 画 が決 定 された と聞
いた ら， も う一 度 びっ く りす る の ではない か。
青函トソネ少について「朝日」（80.9.18 日）の「今日の問題」はっ ぎのようにの
べている。「現場の関係者払 破砕帯突破の苦心談や新工法の話では目 を 輝 か せ
る。だが完成後の話になると，とたんに表|青が曇る。せっかくのトンネルがどう生
かされるか決っていないからだ。一応，新幹線と在来線が両方通れるように3 本の
レールを敷く設計になっているが，新幹線が通るのぱいつのこと か 見 当 もつかな
い。 16年前に着工したころは『輸送力増強のため』とい うトンネル建設の目的 もは
っきりしていた力＼ 高度成長の行き詰りと航空路の発達で事情は変った。最近では














おいても同様な歴史を示している。 すなわち1892 年（m 治25年）公布された
鉄道敷設法により計画された約1 万キg の幹線鉄道は，第1 表の通り，1921
年（大正10年）前後に大体その建設を終り，鉄道輸送はこれからいか に あ る
べきか，その転換期に際会していた。　
しかるに1918 年（大正7 年）原敬による政友会内閣の成立とともに 後 藤 新
平を中心とする広軌改築政策一改良主義は正式に廃棄され,   ローカル線の建





































































































1,  641.  0
3,  459.  7
6,  407.  5
1,  965.  0
9,  348.  310,
 644.  312,
 740.  714,
 805.  017,
 354.  818,
 455.718,
 545.119,
 589.  220,
 173.  019,





ぎの第45議会で可決，公布された。内 容 は一 躍149






























り，昔 は審議 会 で自主 的 に決 定 出来 た もの であ るが，今 では国 会 の議決を 経
る ことにな っ てい る。 こ うい っ た よ うに自主 性 とい う点 につ い て のみい えば
以 前0 方 が よか った とい うこ とが で き る。」（「交通新聞」1952年10 月14日）こ こ




























占することレ 第3 に資本の増加を恐れ改良を怠ること。第4 に重複の線路を






















合計　54,000 千円　　 全国鉄道線路調査費内訳　金22, 500円　明治25年度



























































ード（1863－1947年）がT 型フォードを完成したのが1908 年 明治4:i年） であ
り，つづいて1913 年（大正2 年）には組立ライン方式による大量生産体制－い
わゆるフォード・システムが完成する。モれまでの自動車は，いわゆるカス
タムー注文生産であり，ロールスロイスやボルボは現在でもこの 方 式 で あ






そ れだ け商品 流 通 が未発 達 であ り， 加え て馬 車時 代 の歴史 は浅 く主 要 な道 路
は江戸 時代 の ままの状 態だ っ た ので第2 表 の通 り，自動 車 交通 の発 達 が遅 れ
ていた が，そ れで も1923 年( 大正12年) の関東 大震 災を 画 期 とし て 自動車 が増
加 して きた。　
こ うした当 時 の世 界的 な 情勢 を背 景 とし て貴族 院 の鉄 道敷 設法 改 正法 律委
員 会にお い て前 の国鉄 総裁 だ っ た中 村是 公 は新線 建設 に反 対 の立場 か らつ ぎ
の ような発 言を し てい る。　
「是 カラ ド ヴ運 輸交 通 ノ機 関 ト云 フ モ ノガ発達 スル カ分 ラナイ,  20年 モ30
年 モ経 チ ヤ… …今 デモ 郵 便 ナ ソ ト云 フモ ノヲ飛 行機 デ モ運 ブ シ人 間 モ飛 行 機
デ運ベ ル，又 自動 車ナ ソ ト云 フ ヤ ウナ モ ノガ無 暗 二発 達 シ テ来 ル 今 日ブ ア リ
マスカ ラ， 自 動車 ノ発 達 ト云 フ モ ノハ将 来 ド ウ云 フ風 二発 達 シ テ来 ルデ ア リ
マセウカ，又 郵 便飛 行機 ト云 フモ ノモ出来 テ飛 行機 デ運 ブ シ，人 間 モ運 ンデ
呉レル 世 ノ中 ニ ナ ツタ カ ラ， 今敷 設法 二規定 シ テアル小 サ イ線 路 ナ ド ノ如 キ
ハ ，自動車 デ済 ムコ トガ多 々 ， 私ハ 出来 ルダ ラ ウ ト思 ヒ マ ス，サ ウナ ッテ来
第2 表　本邦自動車台数累年表
乗 用 車 貨 物 車 合　　計 1年間の

































































































（注） 田中喜一『自動車交通経済論』1936 年.  49頁。
10
レバ又他日改正ヲ要スルモノガ非常二出テ来ル，此日進月歩ノ今日二於テ，:20
年,   30年先キノモノヲ今日カケ規定シテ置ク程ノ要ハ私ハナイト，斯ヤウ
レニ申上ゲルノデアリマス」（1921年3 月13日） この特以来半世紀を経過した今
日の新幹線の建設計画にも十分通用する内容の発言であろう。











万内外，貨物3,    4萬トン位のもの多く，中にはその半にも及ばぬものも
あると思ふ。而して今後建設さるべき新鉄道網の諸線に至っては，線路の性
質 概して前記新開業線より貧弱なるがために，開業後に於ける貨客の数量は












積極的にとり入れ， 鉄道と自動車の協同輸送一当時 の英語 でいうCo-ordi-nation
が実現し， わが国の陸上輸送構造は， つぎにのべる歴史とは質的に
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相 違 し た几 の ど な っ て 行 っ た で あ ろ う こ と は 確 言 し 得 ら れ る こ と で あ る。
と こ ろ が1918 年 政 友 会 内 閣 の 成 立 と と も に 後 に 詳 し く の べ る よ う に 改 良 主
義 者 は 国 鉄 の 首 脳 部 か ら 一 掃 さ れ ， 建 設 主 義 者 が こ れ に か わ っ て 行 っ た 。 と
く に 注 目 さ れ る の は ， 工 学 上 の 系 列 が 去 り ， 新 た に 法 学 士 の 系 列 が 国 鉄 経 営
の 主 導 権 を 握 っ て 行 っ た こ と で あ り ， そ の 象 徴 と し て 工 学 上 木 下 淑 夫 に か わ
ら て 営 業 局 長 と な っ た の は 法 学 士 中 川 正 左 で あ っ た 。 そ れ で は 新 しト 国 鉄 の
首 脳 部 は 自 動 車 交 通 に 対 し て ど ん な 政 策 を 打 ち 出 し て 行 っ た か 。　1923
年 （大 正12 年 ）の 関 東 大 震 災 は 震 度7 の 激 震 で 路 面 電 車 は も ち ろ ん ， 関
東 地 方 の 鉄 道 輸 送 は 全 面 的 に マ ヒ 状 態 と な り ， 陸 上 輸 送 は 混 乱 し ， こ こ か ら
改 め て 自 動 車 輸 送 分 重 要 性 が 社 会 的 に 認 識 さ れ て き た 。 さ き の 第2 表 の 通
り ， わ が 国 の 自 動 車 台 数 は1924 年 （大 正13 年 ）に 至 り ， い っ き ょ に 前 年 の2.1
倍 へ と増 加 す る の は そ の 現 れ で あ る 。 こ う し た 情 勢 を 背 景 と し て 国 鉄 一 鉄 道
省 （1920 年 鉄道 院 か ら鉄 道 省 へ 昇 格 ）と し て 何 ら か の 自 動 車 対 策 の 必 要 に 迫 ら れ
て い た 。 し か し 政 友 会 内 閣 の 成 立 と と も に 新 た に 構 成 さ れ た 鉄 道 省 の 指 導 部
に は ， 大 規 模 なpr  ― カ ル 線 の 鉄 道 建 設 が 開 始 さ れ て く る の で 木 下 淑 夫 前 営 業
局 長 の よ う な 鉄 道 と 自 動 車 と の 協 同 輸 送 と い う よ う な 進 歩 的 な 構 想 の 生 れ る
余 地 は な く ， む し ろ 反 対 に 鉄 道 輸 送 を 守 る た め の 自 動 車 輸 送 統 制 政 策 を 打 ち
出 し て く る の で あ る 。 そ の た め に は 国 家 権 力 が 必 要 と な り ， 当 時 逓 信 省 に あ
っ た 陸 運 監 督 権 が ， 鉄 道 省 側 の 要 求 に よ り1928 年 （昭 和3 年 ）鉄 道 省 へ 移 管 さ












































クを 征伐 し よ うとかか った のですが， 寧ろ大 きな観点 か らいっ て，（鉄道は）
ト ラ ックと協調 し て両 者 の共 存共 栄 ・発展 を期 し て行 く とい う考 えが いいO
でな かろ うか と思 っ てお ります。」（r配車研究』9 巻10号10頁）右 の通 りにし て
戦 前 におけ る鉄 道 省一 国鉄 の自動車政 策 が 明らか であ る。 鉄道 省 の権力 と国
鉄 とい う組織 の圧 力を うけ て，わが 国 の自 動車経営 は， 旅 客 ，貨 物 とも零細
な資 本 に よっ て 「不 具者」 的 な形 態 で のみ細々 と発 達 し ， こ こに保 守政党 の














旅 客 輸 送 量（人キ○




















































































ノ ー ル ウ ユ・イ
南オーストラリア






































































であろ う。（詳しくは，大島『国鉄』岩波新書，1956年,   164頁以下参照）
































もないが，国鉄経営としてはさきの第1 項・第2 項が重要であ 呪 当時，東
海道線の貨物列車の定期を3 往復，不定期を1 往復，同じく山陽線でも定期
二列車を減らすことができたといわれる。（以上『日本国有鉄道百年史』7 巻‥126


















































御殿場線 60,350m 25/1,00019,470m 51,020m 400 m 10,I40m 119,410m 1.0 3.3 457in
熱 海 線 48,540 10/1,00011,750 11,750 400 4,830 63,090 2.5～3.0 1.0 79
（注）『日本国有鉄道史』9 巻,   68頁。
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走行したならば定期修繕しなければならず，この修繕日数は,   1912年（大正
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元年）には 平均 し て41.6 日たっ た ものが，1927 年（昭和2 年） に は6.6 日へ と
極 端に短 縮 さ れた。 修 繕工 程を 分 解し ，分業化 し た ので あ る。 1929 年（昭和4
年）東京 で開 催 さ れた万 国 工業 博覧 会 で国鉄 の機 関車 の修 繕 方式 を 展示 し ，
説 明した と とろ ，偶 々ソ漣 の鉄道 技師 の 目に とま り，感 心 し ， 彼 の帰国 後，
国 鉄 の工 場関 係 者12 名 が ソ連 へ招待 さ れ，機 関車 の修 繕 作業 を指 導 し ，感謝
さ れた。『叩 本国有鉄道百年史』7 巻，132頁以下）　
営業 キ ロ1 日1 キ ロ当 り の列 車 回数 は1915 年（大正4 年） の28.3 回 か ら，1919
年（大正8 年） には36.3 回 へ とOQ％ も増 加 す る。（『鉄道要覧』 より） 線 路
を 増設（単線の複線化，複線の複々線化）しない で列 車回数 を増 加 す る方式 は，
こ の当時 か ら発 達し ，国 鉄 の列 車課 長 はつぎ の ように0 べ てい る。　　
「我 が国鉄 の線 路 の大 部 分 は単線 であ り， しか もこれ らの単 線区 間 におい
て， できるだけ 多 数 の列 車 を運 転す るた めにあ らゆ る努 力 を傾 け て きた。即
ち信 号場 の増 設 ，速 度 の向 上 ，閉 塞方式 の変 更 な ど線 路 容量 を 増加 す るため
のあ らゆ る施 策 を 講ず ると と もに，最 も正確 な列 車運 転 時刻 を 設定 し ，動力
車乗 務員 の操縦 ，運 転指 令 の整 理 ，停車 場従業 員 の運 転 取扱 な どの熟練 と相
侯っ て，輸送 力 の増 加 に努 め て きた。 しか しな が ら相 当 長距 離 に亙 る単線区
間 の通し列車 の最 大列 車回 数 は，通 票区 間におい て80 回 ， 自動区 間 に おい て90
回程度 と考 え られ る。 更 に 線 路保守 作業 の列 車間 合を 考慮 に 入 れ る な ら
ば ，前記 の回数 は 物 理的 に可 能 な限 界 であ り， これ以 上 の輸 送力 増強 は 複線
化 あ るのみ であ る と力説 し たい 。」（林武次「単線におけ る列車運転 の現状」『交通
技術』11巻2 号。傍点一大島） 参考 まで のべれば ， 欧米0 単線 区 間 におけ る1
日の最大列 車 回数 は50 回 とい われ てい るが， わが 国鉄 は70 －80 回 を 普通 とし，
特 殊 な線区 では100 回を こし てい る。 右 の よ うにし て， 線路 の増 設 とい うよ
うな資本 の追 加投 入 が不 十分 な状態 で列 車回 数を増 加 さ せ る と， い わ ゆ る
「過 密ダ イ ヤ」 と な る。 ダ イ ヤが過 密化 す れば す る程 ， ダイ ヤを正 確 に 守 ら
ねば ならず， 結 城弘 毅 らに よる「運 転人 は秒を 守札」 と い う運 動 が起 る のは
大正時代 であ る。 現 在 ，東 京 地 方 の国電 区間 のダイ ヤは ，走 行， 停 車時 間 と
も5 秒 きざみ となっ てい るが ，恐 ら く世 界 に類 例が ない であ ろ う。 国鉄 の運
転系 統の先 輩 の1 人 は つぎ の ように のべ てい る。 「 明治 の中 頃 までは汽 車は
遅 れる ものだ ，少 々発 車時刻 に遅 れ て馳 け 付け て も乗 れ るとは ，常 識 の よう
に考 えられ ていたo ・大正4,    5 年 頃 より管 内 全体 に 亙っ て列 車 は時刻 通
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りに動くようになった。その後これが慣習付けられて汽車は遅れるものだと
の不評は一掃された。」（国鉄『国鉄の回顧』1952年，39－40頁）　
輸送貨物は増加したが貨車が足りない。ここにおいて本省に配車課を設置
（1920年）し，各駅への貨車の配給権を中央集権化し，各駅から提出されるぼ
う大な資料に基づいて「計画配車」といわれる全国的な貨車の割当制を実施
した。この結果，貨車の運用効率は画期的に向上した。これにより一定期間
において貨車の空車走行キ9 が少なく，積車走行キロの多いごとにおいてわ
が国鉄は世界一であり，これは統計的にも確認されている。しかし，この方
法によれば与えられた両数の貨車の能率的使用には資するが，この反面，荷
主の個別的な要求が無視される度合がはげしく，貨車は仲々配給されないの
である。（大島「日本における交通技術の特質」『経商論纂』53号）　
以上に紹介してきた事項は資本の追加投入によらない輸送力の増強策であ
って経験と熟練の積重ねによる「創意工夫」によって生み出され，概して労
働強化をともなう「技能上ともいうべきもりである。島恭彦氏のいう「マニ
ュファクチュア型」ないし「痩せ型」（r日本資本主義と国有鉄道』1950年, 231―2
頁）の鉄道であり， 国鉄輸送の日本的な特質をもっともよく示している側
面である。（以上，前掲『国鉄』38頁以下参照）
